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村
松
山
と
星
宮（
ほ
し
の
み
や
）

宮
内

　教
男

「（
仮
称
）歴
史
と
未
来
の
交
流
館
」展
示
監
修
委
員

ふ
る
さ
と
歴
訪

～
歴
史
を
再
発
見
～

　

１
８
６
８（
慶
応
４･

明
治
元
）年
、
維
新
政
府
が

神
仏
分
離
を
布
告
す
る
と
、
神
道
優
位
の
雰
囲
気

が
高
ま
り
、
仏
教
的
な
要
素
を
一
掃
し
よ
う
と
す
る

廃
仏
運
動
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
１
８
６
９（
明
治

２
）年
５
月
、
水
戸
藩
庁
は
村
松
山
虚こ

く
う
ぞ
う

空
蔵
堂
に
対

し
、
本
尊（
虚
空
蔵
菩
薩
）を
取
り
払
い
、「
星ほ

し
の
み
や宮

」と

称
す
る
神
社
に
す
る
よ
う
命
じ
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
、
本
堂
は「
神
殿
」、
仁
王
門
は「
随
神
門
」と
改

称
さ
れ
、本
尊
に
代
わ
っ
て
金
弊
が
置
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
虚
空
蔵
堂
の
正
別
当
と
し
て
管
理
に
あ

た
っ
て
き
た
龍
蔵
院
の
野
上
大お

お

く

ら

内
蔵（
義
守
）は
、
修

験
か
ら
神
職
へ
の
転
向
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
初
期
、
廃
仏
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
虚

空
蔵
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
各
地
の
寺
院
が
星
宮
へ

と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
が

明
星
天
子
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
星
と
結
び

つ
け
る
信
仰
が
存
在
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

村
松
山
で
は
、
や
む
を
得
ず
本
尊
を
龍
光
院（
虚

空
蔵
堂
の
脇
別
当
）に

移
し
ま
し
た
が
、
御
前

仏
は
本
堂
に
残
し
ま

す
。
と
こ
ろ
が「
神
仏

改
め
」に
訪
れ
た「
役
人

神
職
等
」は
、
村
松
山

に
対
し
て
、
速
や
か
に

御
前
仏
も
撤
去
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。「
御
前
仏
は
、
水
戸
家
御
先
代

の
義
公（
光
圀
）の
御
修
復
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
仏
像

で
あ
る
…
」。
光
圀
も
引
き
合
い
に
出
し
抵
抗
す
る

村
松
山
の
背
後
に
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
に
信
仰
を
寄

せ
る
村
人
た
ち
の
支
持
が
あ
り
ま
し
た
。
１
８
７
１

（
明
治
４
）年
２
月
、
水
戸
藩
庁
は「
村
松
村
の
星
宮

を
従
前
の
と
お
り
虚
空
蔵
に
戻
す
」と
の
決
定
を
下

し
ま
す
。
仏
教
を
無
視
し
て
神
道
を
特
別
に
扱
お

う
と
す
る
政
策
の
行
き
詰
ま
り
は
明
ら
か
で
し
た
。

　

２
０
１
１（
平
成
23
）年
11
月
、
私
は
栃
木
県
宇

都
宮
市
大お

お

ぞ曽
の
星
宮
神
社
を
訪
ね
、
氏
子
さ
ん
の

ご
配
慮
で
社
殿
に
入
り
ま
し
た
。
ご
神
体
は
、
近

世
に
村
松
山
よ
り
拝
領
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
虚
空

蔵
菩
薩（
一
般
非
公
開
）で
す
。
残
念
な
が
ら
両
手

や
宝
冠
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
親
し
み
を
込
め

て〝
国こ

く
ぞ
う造
さ
ん
〟と
呼
ば
れ
、
入
母
屋
の
厨ず

し子（
写
真
）

に
大
切
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
国
造
り
＝
開
拓

の
神
」と
解
釈
さ
れ
、
虚
空
蔵
菩
薩
と
の
関
係
を
知

る
人
は
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
大
曽

地
区
に
は「
ウ
ナ
ギ
は
虚
空
蔵
菩
薩
の
使
い
な
の
で

食
べ
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
伝
承
も
残
っ
て
お
り
、

人
々
は
十
三
詣
な
ど
折
に
触
れ
村
松
の〝
虚こ

く

ぞ

う

空
蔵
さ

ん
〟を
訪
れ
て
い
ま
す
。
廃
仏
の
嵐
を
乗
り
越
え
信

仰
を
守
り
続
け
て
き
た
大
曽
と
村
松
。
虚
空
蔵
菩

薩
が
結
ぶ
縁
が
、
時
を
超
え
て
今
も
両
者
を
つ
な

い
で
い
ま
す
。

村
松
山
で
は
、
や
む
を
得
ず
本
尊
を
龍
光
院（
虚

【大曽の“国造さん”が納められ
ている厨子】
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　子どもの行動に「困ったな…」「どうすればいいのだろう…」など、悩みを抱えていませんか。ペアレント･
トレーニングとは、お子さんのさまざまな行動に対してどのような対応が効果的なのか、“子どもとの関わ
り方のコツ”を学ぶプログラムです。親と子がより良い関わり方で家庭生活が送れるよう、同じ悩みを持つ
保護者の皆さんと一緒に学んでみませんか。

「はなのわペアレント･トレーニング」参加者募集

日時▼６月10日、７月８日、９月９日（全て水曜日、
全３回） 午前９時30分～ 11時

場所▼なごみ･総合支援センター
対象等▼村内在住で、おおむね３歳～小学３年生

の子を持つ保護者（先着20人）
内容▼▽第１回…オリエンテーション 、子どもの

行動を３種類に整理しよう、好ましい行動を増
やすには ▽第２回…好ましくない行動を減らす

には ▽第３回…子どもの協力を増やす方法
講師▼根本仁子さん（ペアレント･トレーニング

リーダー）
申し込み･問い合わせ▼５月13日
（水）までに、電話で、子ども発
達支援センター（なごみ･総合
支援センター内 ☎282-3443）
へ申し込みください。 ハナちゃん ノワくん

参加費は
無料だよ！

※掲載している情報は３月16日時点のものです。新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、中止･延期などを行う場合があります。


